
知ってください！ 
住宅用火災警報器の必要性 

火 の 用 心 

羽島郡広域連合　☎388‐1198

 
 
 
 
 
 
 
　住宅用火災警報器は、家の中で火災があ
った際、煙や熱を感知して警報音を鳴らし、火
災を知らせる機器です。新築・既存すべての
住宅に、住宅用火災警報器の設置が義務化
され１年以上たちますが、皆さんのご家庭で
は設置は完了していますか？ 
　羽島郡管内では６月現在、住宅用火災警
報器の設置率が７０.９％で、岐阜県内の７１.３％、
全国の７７.５％（総務省消防庁発表）を下回
る結果となっています。 
　なぜ、住宅用火災警報器は必要なのでしょう？ 

　住宅からの火災による死者の約７割の原因
が逃げ遅れとなっており、特に６５歳以上の高
齢者の割合が高くなっています。要因は、就
寝中に火災の発生に気が付かなかったり、な
んらかの理由で逃げ遅れたりと、火災に気づ
いていないことが考えられます。火災を早期
に発見することで、初期消火や早期の避難を
促し、火災による死者数を減少させるために、
住宅用火災警報器は必要なのです。 
　大切なご家族の命を守るために、住宅用火
災警報器の設置を必ずお願いします。 
　設置箇所は、羽島郡広域連合のホームペ
ージ（http://www.hashimagun-fd.jp/）をご覧く
ださい。 
　ご不明な点は最寄りの
消防署までご連絡ください。 
西消防署　蕁３８８‐１１９５ 
東消防署　蕁２４６‐０１１９ 

20歳になったら 
　　　国民年金に加入しましょう 

国民年金 
〈問合先〉 岐阜南年金事務所 

☎273‐6161

　国民年金は、老後の所得保障だけではなく、病気やけがで重い障がいが残ったときなどにも年金を
支給し、思いがけない人生の「万が一」もサポートする公的年金制度です。 
　国民年金は、国が責任をもって運営していますので、支給される年金の半分の額が国の税金から
負担されるなど、とても有利で安心な制度です。 
義務と権利 
　日本国内にお住まいの２０歳から６０歳になるまでのすべての方は、国民年金に加入し保険料を納
付する義務があり、年金を受け取る権利があります。 
加入の手続き 
　学生や自営業者などの方は、２０歳の誕生日の前に日本年金機構から届く「国民年金資格取得届」
に記入し返信用封筒で返送してください。 
保険料の猶予・免除 
　国民年金の第１号被保険者の平成２４年度保険料額は、月額１４,９８０円です。 
　学生やフリーターで、収入が少ないために国民年金保険料の納付ができない場合は、申請により
保険料の納付が猶予・免除となる制度があります。 
　この申請を行わないまま、国民年金保険料が未納となっていると、老後の年金が受けられなかった
り、年金額が低くなる恐れがあります。また、「万が一」のときに障害年金が受け取れないなどの思わ
ぬ事態を招きますのでご注意ください。 

平成25年1月末から「気になる年金記録、再確認キャンペーン」を開始します 
　年金記録問題の解決に向けて「ねんきん特別便」などを送付し、年金記録の確認をお願いし
てきましたが、いまだに約２,２００万件の持ち主が確認できていない記録が残っています。このため、
年金記録問題への新たな取り組みを実施します。 
　ご本人の年金記録に「もれ」や「誤り」があるのではとご心配のある方は、岐阜南年金事務所
にご相談ください。 
　また、今月末から「ねんきんネット」を活用して、持ち主不明の記録の中に、ご本人の記録がある
かどうか調べることが可能となります。詳しくは、専用ダイヤル（蕁０５７０‐０５８‐５５５）にお問い合わ
せください。 
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